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第3章 バリアフリーに関する課題の整理
高齢者団体や障がい者団体からなる区民部会及びバリアフリー整備を行う事業主体

からなる事業者部会を開催し、バリアフリーに関する課題を整理しました。

３-１　区民部会・事業者部会による検討の流れ
令和３（2021）年10月の第１回区民部会において、まち歩き点検の進め方やポイント

の確認を行い、同年10・11月にまち歩き点検を行いました。その結果を踏まえ同年12月
の第２回区民部会で、まち歩き点検の振り返りを行うとともに、バリアフリーに関するハー
ド・ソフト両面の課題整理を行いました。
区民部会の結果をもとに、事業者部会において、具体的なバリアフリーの取組となる特
定事業等の案を作成し、令和４（2022）年６月の第３回区民部会で、特定事業等の案の確
認を行い、事業者から対応困難と回答のあった事業について代替案を検討しました。
さらに、その代替案について事業者部会で検討を行い、令和４（2022）年９月の第４回
区民部会で、事業者による検討結果の報告を受け、これについて確認しました。

図3-1  区民部会・事業者部会による検討の流れ

【まち歩き点検】 
〇蒲田駅周辺地区（10月28日）
〇大森駅周辺地区（11月9日）
〇さぽーとぴあ周辺地区（11月9日）

第1回区民部会（令和3年10月19日） 
〇まち歩き点検の進め方
〇点検のポイント　等 

第2回区民部会（令和3年12月20日） 
〇まち歩き点検の振り返り
〇バリアフリーの課題整理   等

〇特定事業等の案を作成

第3回区民部会（令和4年6月8日） 
〇特定事業等の案の確認
〇利用者ニーズに応える取組の検討

第4回区民部会（令和4年9月9日） 
〇骨子案について報告
〇特定事業等の結果報告

第1回事業者部会
（令和4年3月3日、４月13日）

３-２
まち歩き点検を踏まえた
主な意見と課題

第2回事業者部会
（令和4年7月7日）
〇特定事業等の改善検討
〇特定事業計画の作成依頼
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P.25３-3
利用者ニーズに応える
取組に関する検討
(1)
バリアフリー整備の
実施に係る主な課題

P.26
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利用者ニーズに応える
取組に関する検討
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利用者ニーズに応える
取組案
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３-２　まち歩き点検を踏まえた主な意見と課題
まち歩き点検及び区民部会における意見を踏まえ、バリアフリーに関する課題を整理

しました。主な意見や課題については、（１）から（６）のとおりです。

図3-2  第2回区民部会の様子

（１）鉄道駅
○一つの駅において、ホームドアの有無は統一されていた方が良い。（視覚障がい者）
○東急線にはセンサー付固定式ホーム柵が設置されているが、可能な限りホームドアを
整備してほしい。（知的障がい者の家族）
○大森駅の北口はエスカレーターやスロープがない。（高齢者）
○駅でWi-Fiが使えるようにしてほしい。（聴覚障がい者）

主な課題
ӳホームغア璡の設糋
ӳ⺨亠ꪫ⭳⪌⹾か׼ホームまでの磬饟のバリアフリー⴫
ӳ8J�'J璡、情報提供梪㗞の䷉ャとその⼽湳

まち歩き点検の振り返りをしている様子

ホームドアが設置されていないプラットホーム

ワークショップ形式によるバリアフリーに関する
課題の整理

エスカレーターやスロープがない出入口

図3-3  鉄道駅のバリアフリーに関する課題の例
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（2）バス停
○視覚障がい者誘導用ブロックが設置されていない。（視覚障がい者）
○屋根が設置されていない。（聴覚障がい者、知的障がい者の家族）
○屋根がバスの出入口をカバーできていない。（知的障がい者の家族）

主な課題
ӳバت⢥を炐す釱釶꤃がַ縖鏗㵵榫ٞهッؠの䷉ャ٬設糋
ӳ設糋⺎耆ם甙䢥におけるバت⢥の㷑劮の䷉ャ٬設糋

視覚障がい者誘導用ブロックが設置されていないバス停 屋根のないバス停

図3-4  バス停のバリアフリーに関する課題の例
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（３）道路（交通安全施設を含む）
○路面に凹凸、段差及び勾配がある。（高齢者）
○グレーチングの隙間が大きく、白杖が溝に挟まる。（視覚障がい者）
○全体的に狭い道が多く、ガイドヘルパーと並んで歩くことができない。（視覚障がい者）
○視覚障がい者誘導用ブロックが設置されていない。（視覚障がい者）
○エスコートゾーンや音響式信号機が設置されていない。（視覚障がい者）
○電柱や植栽等、歩道に障害物がある。（高齢者、肢体不自由者、視覚障がい者）
○歩道がない道路について、ペンキ等の足ざわりで白線の内と外がわかると良い。（視覚
障がい者）

主な課題
ӳ鷹饟の禴䧏畘杼٬遨⟣
ӳ塥鷹の饟ꪫの⭲⭱、壿䄐⹕צⴃ鿥の䷉ャ
ӳ塥鷹の僗Ⲗ䆋⿦の澬⟊
ӳ釱釶꤃がַ縖鏗㵵榫ٞهッؠの䷉ャ٬設糋
ӳؙؤتーدعー٤٬ꮟꮶ䌋⟓⺘嚀の設糋
ӳ洇冎٬よ⿁璡、塥鷹の꤃㲹擻の䪶ꢜ
ӳ塥鷹がַם鷹饟での塥车狜ꝴの䷉ャ

歩道と車道の境にある段差 白杖が挟まる隙間の大きいグレーチング

図3-5  道路のバリアフリーに関する課題の例
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（４）建築物
○道路から建物出入口までの経路について、段差等によりバリアフリー化されていない。
（車いす使用者）
○道路から建物入口、そこから受付までの視覚障がい者誘導用ブロックがない。（視覚障
がい者）
○トイレにオストメイト用設備がない。（高齢者、精神障がい者の家族）
○一般トイレに聴覚障がい者向けの非常時を知らせるランプがない。（聴覚障がい者）
○車いす使用者対応トイレに異性介助のためのカーテンがない。（肢体不自由者、知的障
がい者の家族）
○トイレのマークは共通なものにしてほしい。デザインされたものはわかりにくい。（高齢
者、知的障がい者の家族）
○ベビーチェアやベビーベッドがない。（高齢者）

主な課題
ӳ鷹饟か׼䋦擻⭳⪌⹾までの磬饟のバリアフリー⴫
ӳ釱釶꤃がַ縖鏗㵵榫ٞهッؠの鸵⮉ם設糋
ӳْعت؛ の設糋ٝؕع㵚䑴عؕ
ӳٝؕعで秴䓦事䛜を湳׎׼るフٚ ッٖٚب の設糋عؕ
ӳٝؕعでの樟䓪☭Ⲃの״גの設⤓の䷉ャ
ӳ٤ؕئの釤׷す؂、׈かり׷す׈の䷉ャ
ӳليーؘزア、ليーيッغ璡の設糋

段差のある出入口 見にくいトレイのサイン

図3-6  建築物のバリアフリーに関する課題の例
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（５）人的対応・サービス【ソフト面】について
○駅や施設に、筆談用具が用意されていない。また、用意されている場合でも、その表示
がない。（聴覚障がい者）
○ハザードマップに掲載されている施設について、バリアフリー情報を表記してほしい。
ホームページでは見られるが、利用環境がない場合もある。（高齢者、知的障がい者
の家族）
○各施設に、何かわからないことがある場合は、聞くことのできるコーナーがあると良い。
（高齢者、精神障がい者の家族）
○駅構内を案内してもらいたいが、駅員が少なく、待たされる場合がある。（視覚障がい者）

主な課題
ӳ璛鐶榫⪮の設糋⹕צ璛鐶榫⪮の僗扛が⮆かる辐炐の設糋
ӳ⹨♀׷猜⹾璡における냕룻縖、꤃がַ縖璡׫の鸵⮉ם䑴㵚
ӳ㛡喋ם情報׫のアتجؠ䣆壿の澬⟊
ӳ事䷚٬愤㲹侇の꤃がַ縖㵚䑴の䷉ャ

筆談用具はあるが、その表示がない 車いす使用者に適切な応対ができていない受付

図3-7  人的対応・サービス【ソフト面】についてのバリアフリーに関する課題の例
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（６）教育や研修等について
○全ての小学校に、心のバリアフリーの啓発冊子を配布してほしい。（視覚障がい者）
○従業員に高齢者、障がい者への声かけの教育をしてほしい。（視覚障がい者）
○遠隔手話通訳を店舗等で役立ててほしい。（聴覚障がい者）
○障がい当事者が参加したワークショップ形式の研修を行ってほしい。（知的障がい者
の家族）
○駅等におけるアナウンスの際、障がい者を物扱いしないでほしい。（知的障がい者の家族）
○スピードを出している自転車が多い。（車いす使用者、聴覚障がい者）
○放置自転車によって歩行空間が減少している。（高齢者）
○歩行者レーンに自転車が通る等、マナーが悪い。（高齢者、知的障がい者の家族）

主な課題
ӳ䑏のバリアフリーの俊⹕゛氦
ӳ䏼業⿦璡に㵚する䫘鷔䷷罫
ӳ鸜ꣴ䣆鎇鵟錌璡、خフع㵚䑴瓀に꞊する⼽湳
ӳ䎎事縖⹆ⱶに׻る䷷罫٬溿⟣の俊⹕➢鶟
ӳ設⤓ئ׷ーتلの䷉ャに꞊する䎎事縖⹆ⱶに׻る憠検
ӳ舅鬇髪⮵榫のٜーٜとマػーの⼽湳
ӳ䷑糋舅鬇髪㵚瓀

視覚障がい者の支援の方法がわからない様子 スピードを出して追い抜く自転車に驚く様子

図3-8  教育や研修等についてのバリアフリーに関する課題の例
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「利用者ニーズに応える取組案」を検討している様子特定事業等の案を確認している様子

３-３　利用者ニーズに応える取組に関する検討
「3-2		まち歩き点検を踏まえた主な意見と課題」で示したバリアフリーに関する事項を
考慮し、具体的な取組を示す特定事業等の案を作成し、各事業者へ対応の可否について
検討を依頼しました。
事業者からは前向きなバリアフリー整備の回答がある一方で、施設の構造等の理由に

より、バリアフリー整備を実施するまでに時間を要する等の課題がありました。
課題については、PDCAサイクルにより、見直しを継続的に行い、また、特定事業に並行

して実施することとして、区民部会において、施設等の利便性・安全性の向上を図ること
を目的とした「利用者ニーズに応える取組案」を検討しました。

図3-9  第3回区民部会の様子

（１）バリアフリー整備の実施に係る主な課題
○建物の構造上、出入口の幅を広げることができない。
○建物の構造上、エレベーターを設置できない。
○車いす使用者対応トイレを設置するスペースが確保できない。
○車いす使用者対応トイレ内に、オストメイト用汚物流し、大型ベッドを設置するスペース
が不足している。
○授乳室を設置するスペースが確保できない。
○大規模な改修が必要となるため、現状では対応できない。
○時期は未定だが、大規模改修の見込みがあるため、改修前の対応は難しい。
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実施困難な事業 利用者ニーズに応える取組案

大型ベッドの設置
ベビーベッドの設置
授乳室の設置
おむつ交換のできる場所の確保

○空き会議室等のスペースを貸し出す。
○貸出についての表示を設置する。

異性介助のためのカーテンの設置 ○視線を遮ることができる衝立等を貸し出す。

実施困難な事業 利用者ニーズに応える取組案

ローカウンターの設置 ○車いす等に座ったまま、ひざの上で書類を記入でき
る簡易型記帳台を貸し出す。

案内板の設置 ○簡易案内図を作成し、配布する。

（２）利用者ニーズに応える取組案

①移動・利用について

②コミュニケーションについて


